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国
連
人
道
問
題
調
整
事
務
所
（
Ｏ
Ｃ

Ｈ
Ａ
）
に
よ
れ
ば
、
二
〇
一
六
年
三
月

時
点
で
一
年
間
の
空
爆
に
よ
る
死
者
は

六
二
〇
二
人
を
超
え
、
二
万
九
六
一
二

人
の
負
傷
者
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
は
適
切

な
治
療
を
受
け
る
環
境
に
な
い
。

二
一
二
〇
万
人
が
何
ら
か
の
人
道
的
支

援
が
必
要
な
状
態
に
あ
る
と
さ
れ
る
が
、

こ
れ
は
イ
エ
メ
ン
全
人
口
の
お
よ
そ

八
〇
％
に
相
当
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

空
路
、
海
路
に
よ
る
食
糧
や
医
薬
品
の

供
給
は
ほ
と
ん
ど
遮
断
さ
れ
、
イ
エ
メ

ン
の
人
道
危
機
は
深
ま
っ
て
い
る
。
特

に
サ
ナ
ア
や
ア
デ
ン
な
ど
政
府
側
と
ホ

ー
シ
ー
派
と
の
間
で
激
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
て
い
る
地
域
で
数
百
万
人
が
家
を

追
わ
れ
国
内
避
難
民
と
化
し
、
ソ
マ
リ

ア
や
ジ
ブ
チ
に
海
を
渡
っ
て
避
難
し
た

者
も
い
る
（
本
誌
野
中
論
文
参
照
）。

　

イ
エ
メ
ン
の
現
状
を
解
決
す
る
め
ど

は
ま
だ
立
っ
て
い
な
い
が
、
本
稿
で
は

解
決
の
可
能
性
を「
連
邦
制
イ
エ
メ
ン
」

に
求
め
る
見
解
と
そ
の
根
拠
に
つ
い
て

述
べ
て
み
た
い
。

●
サ
ー
レ
ハ
の
政
治
手
法

　

二
〇
一
〇
年
ま
で
、
サ
ー
レ
ハ
前
大

統
領
は
「
蛇
の
頭
の
上
で
ダ
ン
ス
を
踊

る
」
と
形
容
さ
れ
た
よ
う
な
、
き
わ
め

て
巧
妙
な
諸
勢
力
間
の
バ
ラ
ン
ス
を
と

り
つ
つ
国
家
運
営
を
行
っ
て
き
た
。
こ

の
点
で
三
三
年
間
政
権
を
維
持
し
た
サ

ー
レ
ハ
の
政
治
手
腕
は
特
筆
さ
れ
る
べ

き
も
の
で
あ
る（
本
誌
松
本
論
文
参
照
）。

　

そ
の
特
徴
は
国
内
的
に
は
「
妥
協
」

と
「
抱
き
込
み
」
そ
し
て
対
外
的
に
は

「
外
部
勢
力
の
利
用
」
で
あ
っ
た
と
い

え
よ
う
。
こ
の
手
法
は
利
害
が
対
立
す

る
多
く
の
ア
ク
タ
ー
間
を
調
整
し
、
イ

エ
メ
ン
の
国
民
経
済
を
ま
が
り
な
り
に

維
持
す
る
た
め
に
は
き
わ
め
て
効
果
的

な
手
法
で
あ
っ
た
。
サ
ー
レ
ハ
政
治
の

も
う
ひ
と
つ
の
特
色
と
し
て
、
中
央
か

ら
の
直
接
統
治
の
最
小
化
が
挙
げ
ら
れ

る
。
特
に
北
部
部
族
地
域
に
お
い
て
は
、

主
要
幹
線
道
路
に
軍
に
よ
る
検
問
所

（
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
）
を
設
置
し
、

任
命
制
の
州
知
事
と
郡
長
（
多
く
の
場

合
は
軍
人
あ
が
り
）
が
配
置
さ
れ
る
も

の
の
、
郡
の
区
分
け
は
お
お
む
ね
現
地

の
部
族
の
領
域
に
重
な
り
、
部
族
領
域

内
の
治
安
維
持
は
部
族
長
に
任
さ
れ
て

い
た
。
一
種
の
間
接
統
治
で
あ
る
。

　

地
方
部
で
の
教
育
や
保
健
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
力
は
必
ず
し
も
十
分
で
は
な
く
、

外
国
ド
ナ
ー
が
存
在
す
る
地
域
で
は
ド

ナ
ー
頼
り
で
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が
図
ら

れ
た
。
地
方
分
権
と
い
う
と
聞
こ
え
は

い
い
が
、
実
質
的
に
中
央
か
ら
地
方
へ

の
支
配
力
は
弱
体
な
ま
ま
だ
っ
た
の
で

あ
り
、
現
在
議
論
さ
れ
て
い
る
「
連
邦

制
」
も
実
態
と
し
て
は
こ
の
事
態
の
追

認
と
も
い
う
側
面
が
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
て
お
き
た
い
。

●
失
望
に
終
わ
っ
た
﹁
統
一
イ
エ

メ
ン
﹂

　

一
九
九
〇
年
に
国
民
の
熱
狂
的
な
支

持
に
よ
り
誕
生
し
た
悲
願
の
統
一
イ
エ

メ
ン
国
家
は
、
し
か
し
な
が
ら
サ
ー
レ

ハ
の
政
治
手
法
に
よ
っ
て
は
繁
栄
を
享

受
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
特
に
旧

南
イ
エ
メ
ン
国
民
の
失
望
は
大
き
か
っ

た
。
社
会
主
義
時
代
の
南
イ
エ
メ
ン
で

は
、
医
療
・
教
育
な
ど
の
公
共
サ
ー
ビ

ス
は
国
家
の
管
理
の
も
と
に
比
較
的
手

厚
く
提
供
さ
れ
て
い
た
。
教
育
を
受
け

れ
ば
公
務
員
と
し
て
安
定
し
た
身
分
が

確
保
で
き
、
ま
た
国
営
住
宅
な
ど
に
安

価
に
入
居
で
き
た
。
野
菜
な
ど
物
資
は

不
足
が
ち
で
あ
っ
た
が
、
皆
が
等
し
く

貧
し
い
生
活
を
分
か
ち
合
う
こ
と
が
で

き
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
統
一
に
よ
っ
て
北
と
の
交

易
が
自
由
化
さ
れ
る
と
、
市
場
に
出
回

る
物
資
は
豊
富
に
な
っ
た
も
の
の
物
価

上
昇
に
よ
っ
て
生
活
は
苦
し
く
な
る
し
、

ア
デ
ン
は
一
国
の
首
都
か
ら
地
方
都
市

に
格
下
げ
と
な
り
、
幹
部
公
務
員
は
サ

ナ
ア
に
移
転
さ
せ
ら
れ
、
商
業
活
動
も

停
滞
し
て
し
ま
っ
た
。

　

都
市
化
し
教
育
水
準
の
高
い
南
の
公

務
員
か
ら
は
「
田
舎
者
」
と
映
る
北
部

部
族
勢
力
が
、
自
分
た
ち
の
権
益
の
た

め
に
国
家
を
食
い
物
に
し
て
い
て
、
自

分
た
ち
は
そ
の
分
け
前
に
あ
ず
か
れ
な

イエメン
忘れ去られた

「アラブの春」の落とし子

佐
藤 

寛

連
邦
制
と
い
う
実
験
の
意
味
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い
こ
と
に
不
満
を
高
め
た
。

　

一
九
九
四
年
五
月
、
南
北
統
一
後
も

旧
南
北
時
代
の
部
隊
編
成
の
ま
ま
で
あ

っ
た
両
軍
の
間
に
戦
闘
が
始
ま
り
、
ア

ル
ビ
ー
ド
副
大
統
領
ら
南
イ
エ
メ
ン
出

身
の
閣
僚
は
ア
デ
ン
に
引
き
こ
も
っ
て

「
南
イ
エ
メ
ン
共
和
国
」
の
独
立
を
宣

言
す
る
に
至
っ
た
。
二
カ
月
に
わ
た
る

内
戦
で
は
、
数
で
勝
る
北
軍
が
有
利
に

戦
闘
を
進
め
、
二
カ
月
後
の
七
月
に
は

ア
デ
ン
が
陥
落
、
ア
ル
ビ
ー
ド
ら
の
幹

部
は
サ
ウ
ジ
な
ど
ア
ラ
ブ
各
国
に
亡
命

し
て
内
戦
は
終
結
し
た
。

　

戦
後
、
軍
隊
か
ら
旧
南
イ
エ
メ
ン
出

身
者
は
追
放
さ
れ
、
南
部
の
開
発
計
画

に
も
予
算
が
十
分
に
配
分
さ
れ
な
く
な

る
な
ど
、
南
イ
エ
メ
ン
の
人
々
は
「
統

一
は
失
敗
だ
っ
た
」
と
い
う
思
い
を
強

く
す
る
。
そ
の
後
、
南
部
の
失
業
率
は

さ
ら
に
高
ま
り
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
な

る
と
旧
軍
人
を
中
心
と
し
て
統
一
イ
エ

メ
ン
か
ら
の
離
脱
を
目
指
す
「
ヒ
ラ
ー

ク
」
運
動
が
発
生
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

●
サ
ー
レ
ハ
政
権
の
行
き
詰
ま
り

　

も
と
も
と
、
一
九
八
〇
年
代
ま
で
の

北
イ
エ
メ
ン
政
治
で
は
、
北
部
出
身
の

軍
人
が
大
統
領
職
を
占
め
る
も
の
の
、

閣
僚
や
公
務
員
（
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
）

は
、
ア
デ
ン
な
ど
で
教
育
を
受
け
英
語

も
操
れ
る
中
部（
タ
イ
ズ
、イ
ブ
な
ど
）・

南
部
イ
エ
メ
ン
（
ア
デ
ン
周
辺
）
出
身

者
が
占
め
、
商
業
も
ま
た
中
部
・
南
部

出
身
者
が
外
国
製
品
の
輸
入
代
理
店
な

ど
で
財
を
な
し
、
い
く
つ
か
の
財
閥
も

誕
生
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
統
一
前
後

か
ら
、
携
帯
電
話
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど

の
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
に
、
北
部
部
族
民

や
軍
人
の
子
弟
が
親
の
権
力
を
利
用
し

て
新
規
参
入
し
、
瞬
く
間
に
ひ
と
財
産

を
作
る
パ
タ
ー
ン
が
出
て
き
た
。
こ
れ

ら
新
興
財
閥
の
投
資
に
よ
っ
て
サ
ナ
ア

に
西
洋
風
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

や
カ
フ
ェ
・
レ
ス
ト
ラ
ン
が
登
場
し
た

こ
と
も
庶
民
の
間
に
う
ら
や
み
と
共
に

「
汚
職
」
へ
の
反
感
を
募
ら
せ
た
。

　

首
都
で
の
表
面
的
な
バ
ブ
ル
と
は
裏

腹
に
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
る
と
南
部

の
「
ア
デ
ン
・
ア
ブ
ヤ
ン
イ
ス
ラ
ー
ム

軍
」
や
、
北
部
の
ホ
ー
シ
ー
派
、
さ
ら

に
は
内
陸
砂
漠
地
帯
で
の
「
ア
ル
カ
ー

イ
ダ
」
系
の
動
き
な
ど
、
サ
ー
レ
ハ
政

権
の
地
方
部
掌
握
力
の
弱
さ
が
露
呈
す

る
。
と
こ
ろ
が
、
サ
ー
レ
ハ
は
こ
う
し

た
「
反
乱
」
を
喧
伝
す
る
こ
と
で
ア
メ

リ
カ
な
ど
か
ら
「
テ
ロ
と
の
戦
い
」
名

目
で
様
々
な
軍
事
支
援
を
引
き
出
す
こ

と
に
成
功
し
、
政
権
の
安
泰
を
図
っ
た
。

し
か
し
、
軍
事
作
戦
の
強
化
は
開
発
の

推
進
と
は
矛
盾
す
る
。
今
日
の
途
上
国

に
お
い
て
は
、
開
発
の
推
進
は
政
権
の

正
統
性
の
重
要
な
根
拠
の
ひ
と
つ
で
あ

り
、
開
発
が
進
め
ら
れ
な
い
な
ら
、
国

家
を
支
配
す
る
資
格
が
な
い
。
限
ら
れ

た
資
源
の
配
分
を
通
じ
て
様
々
な
政
治

勢
力
を
懐
柔
す
る
こ
と
に
は
た
け
て
い

る
が
、
サ
ー
レ
ハ
は
新
た
な
産
業
を
育

成
し
た
り
、
制
度
改
革
を
行
っ
て
新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
を
作
り
出
す
な
ど
の

決
断
力
に
は
欠
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な「
政
権
の
腐
敗
」と「
開

発
の
停
滞
」
が
若
者
の
間
に
不
満
を
鬱

積
さ
せ
、
ア
ラ
ブ
の
春
に
呼
応
し
て
の

「
サ
ー
レ
ハ
退
陣
要
求
」
へ
と
つ
な
が

っ
た
の
で
あ
る
。

●
連
邦
制
の
提
案

　

二
〇
一
四
年
の
「
連
邦
制
」
案
は
、

現
在
の
イ
エ
メ
ン
の
国
土
を
気
候
や
歴

史
、
文
化
な
ど
の
共
通
性
を
軸
に
六
つ

の
地
区
に
分
割
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
る

程
度
の
自
治
権
を
与
え
つ
つ
、
イ
エ
メ

ン
国
家
と

し
て
の
一

体
性
は
維

持
す
る
と

い
う
も
の

で
あ
る
。

ヒ
ラ
ー
ク

運
動
の
主

張
す
る
よ

う
な
南
北

再
分
離
は
、

地
域
の
安
定
に
寄
与
し
な
い
と
の
コ
ン

セ
ン
サ
ス
か
ら
導
か
れ
た
結
論
で
あ
り
、

考
え
ら
れ
る
限
り
最
も
現
実
的
な
紛
争

終
結
策
で
も
あ
る
。

　

た
だ
し
、
六
つ
の
地
域
の
境
界
線
に

つ
い
て
は
議
論
が
噴
出
し
て
お
り
、
特

に
人
口
が
稠
密
な
中
部
山
岳
地
域
と
天

然
資
源
の
存
在
す
る
内
陸
砂
漠
地
域
の

帰
属
を
巡
っ
て
は
利
害
対
立
が
あ
る
。

　

図
は
国
民
対
話
合
意
が
発
表
さ
れ
る

直
前
に
報
道
さ
れ
た
三
つ
の
区
分
け
案

を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

Ａ
案
と
Ｂ
案
は
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
Ｃ

案
は
か
な
り
ド
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
、
イ
ブ

州
と
タ
イ
ズ
州
を
分
割
し
イ
ブ
を
サ
ナ

ア
と
同
じ
「
マ
イ
ン
」
地
域
に
、
タ
イ

ズ
を
ア
デ
ン
と
と
も
に
「
ジ
ャ
ナ
ド
」

地
域
と
位
置
づ
け
る
。
さ
ら
に
Ａ
Ｂ
案

で
は
サ
ナ
ア
と
一
緒
だ
っ
た
サ
ア
ダ
州

を
分
離
し
て
ジ
ョ
ウ
フ
と
連
結
し
「
サ

イエメン・１９州と首都圏

2015/8/21 1

2016/3/28 2

6地域連邦案 A(2014/2/10)

・シェバ地域
・アザル地域
・ティハマ地域
・アルジャナド地域
・アデン地域
・ハドラマウト地域2014/2/11Yemen Times

イエメン・19州と首都圏

6地域連邦案 A（2014/2/10）
（出所）Compare Infobase Limited.

（出所）Yemen Times、2014 年 2 月 11 日。
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ア
ダ
・
ジ
ョ
ウ
フ
」
地
域
を
新
設
、
Ａ

Ｂ
案
で
は
ハ
ド
ラ
マ
ウ
ト
地
域
に
加
わ

っ
て
い
た
シ
ャ
ブ
ワ
州
の
一
部
を
石
油

資
源
の
あ
る
マ
ー
リ
ブ
と
組
み
合
わ
せ

て
「
シ
ェ
バ
」
地
域
に
併
合
す
る
と
い

う
も
の
で
、
ホ
ー
シ
ー
派
が
望
み
そ
う

な
区
分
け
で
あ
る
。
こ
れ
以
外
に
も
、

可
能
性
と
し
て
は
サ
ア
ダ
州
に
紅
海
へ

の
ア
ク
セ
ス
を
認
め
る
案
な
ど
も
考
え

ら
れ
よ
う
。

　

タ
イ
ズ
と
イ
ブ
は
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト

の
出
身
地
と
し
て
、
ま
た
穀
倉
地
帯
と

し
て
重
要
で
こ
の
二
州
を
ひ
と
ま
と
め

に
す
る
Ａ
Ｂ
案
は
妥
当
性
を
持
つ
。
た

だ
し
、
宗
派
的
に
は
サ
ア
ダ
州
か
ら
イ

ブ
州
ま
で
が
ザ
イ
ド
派
の
人
口
が
多
い

と
こ
ろ
な
の
で
こ
の
点
が
強
調
さ
れ
れ

ば
サ
ナ
ア
と
イ
ブ
が
同
じ
地
域
に
含
ま

れ
る
Ｃ
案
は
正
当
化
さ
れ
よ
う
。
他
方
、

内
陸
砂
漠
の
マ
ー
リ
ブ
、

ジ
ョ
ウ
フ
な
ど
は
シ
ャ

ー
フ
ィ
ー
派
人
口
が
多

い
た
め
に
Ｃ
案
の
よ
う

に
ザ
イ
ド
派
の
多
い
サ

ア
ダ
と
の
共
存
は
抵
抗

が
あ
ろ
う
。

●
首
都
移
転
の
可

能
性

　

こ
の
連
邦
案
と
併
せ

て
新
生
イ
エ
メ
ン
を
構

想
す
る
際
に
考
慮
す
べ
き
は
首
都
機
能

の
移
転
で
あ
る
。
行
政
能
力
や
人
材
の

面
で
は
イ
ブ
・
タ
イ
ズ
・
ラ
ヘ
ジ
・
ア

デ
ン
な
ど
中
部
・
南
部
イ
エ
メ
ン
に
比

較
優
位
が
あ
り
、
ま
た
こ
れ
ら
の
地
域

で
は
近
代
国
家
の
概
念
と
矛
盾
し
が
ち

な
部
族
的
文
化
背
景
も
希
薄
で
あ
り
、

比
較
的
治
安
も
よ
い
。

　

現
在
の
首
都
サ
ナ
ア
が
部
族
領
域
の

な
か
に
位
置
す
る
た
め
諸
勢
力
か
ら
の

干
渉
を
受
け
や
す
く
、
政
府
機
能
の
遂

行
に
支
障
が
あ
る
こ
と
は
以
前
か
ら
指

摘
さ
れ
て
お
り
、
一
九
五
〇
年
代
の
イ

マ
ー
ム
統
治
時
代
に
は
実
質
的
な
首
都

機
能
を
タ
イ
ズ
に
移
し
て
い
た
こ
と
も

あ
る
。
ま
た
、
サ
ナ
ア
に
は
急
激
に
膨

れ
上
が
っ
た
人
口
を
支
え
る
だ
け
の
水

資
源
が
不
足
し
て
い
る
。
こ
の
機
会
に

首
都
を
サ
ナ
ア
か
ら
移
転
し
人
口
圧
力

を
低
減
し
た
う
え
で
、
世
界
遺
産
で
あ

る
サ
ナ
ア
旧
市
街
な
ど
の
観
光
資
源
を

生
か
し
た
観
光
都
市
と
し
て
整
備
す
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
て
よ
い
。

　

首
都
移
転
の
候
補
地
と
し
て
、
ア
デ

ン
は
気
候
的
に
は
非
常
に
暑
い
の
で
山

岳
地
出
身
者
に
は
快
適
な
住
環
境
で
は

な
い
が
、
天
然
の
良
港
で
あ
る
こ
と
、

後
背
地
に
食
料
生
産
の
余
力
が
あ
る
こ

と
な
ど
を
考
慮
す
れ
ば
ア
デ
ン
に
遷
都

す
る
こ
と
は
合
理
的
な
判
断
と
い
え
よ

う
。
首
都
を
南
部
に
移
転
す
る
こ
と
は
、

北
部
部
族
勢
力
の
政
治
干
渉
の
機
会
を

減
ら
す
と
い
う
意
味
で
も
安
定
的
な
連

邦
政
府
運
営
に
寄
与
し
よ
う
。

●
連
邦
制
実
現
に
向
け
て

　

連
邦
国
家
実
現
の
た
め
に
は
ど
の
よ

う
な
機
能
を
地
域
政
府
が
担
い
、
ど
の

よ
う
な
責
任
を
連
邦
制
が
担
う
の
か
を

明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

常
識
的
に
は
外
交
と
軍
事
を
連
邦
政

府
が
担
う
が
、
現
在
各
地
方
に
は
一
定

の
装
備
を
持
つ
部
族
勢
力
、自
警
団（
人

民
軍
）、
宗
派
的
な
軍
事
集
団
（
ア
ン

サ
ー
ル
・
シ
ャ
リ
ー
ア
な
ど
）
が
存
在

す
る
の
で
、
軍
事
の
「
分
権
化
」
を
追

認
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
は

国
内
に
浸
透
し
て
い
る
既
存
の
武
器
を

最
大
限
公
共
目
的
に
活
用
し
、
国
家
の

軍
事
費
を
節
減
す
る
意
味
で
も
有
効
な

手
段
と
い
え
よ
う
。

　

外
交
に
つ
い
て
は
連
邦
政
府
の
一
元

管
理
と
な
ろ
う
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

ご
と
に
開
発
ニ
ー
ズ
は
異
な
る
こ
と
か

ら
、
各
地
方
政
府
が
個
別
に
ド
ナ
ー
と

調
整
協
議
を
す
る
権
限
を
与
え
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。

　

公
共
サ
ー
ビ
ス
・
都
市
に
お
け
る
ご

み
収
集
な
ど
は
現
在
行
わ
れ
て
い
る
よ

う
に
自
治
体
ご
と
に
実
施
。
燃
料
ガ
ス

の
供
給
は
補
助
金
付
き
の
民
間
運
営
で

機
能
す
る
と
思
わ
れ
る
。

　

電
力
は
内
陸
部
の
発
電
所
か
ら
の
送

電
網
の
整
備
が
一
定
程
度
進
ん
で
い
る

こ
と
か
ら
、
連
邦
政
府
の
一
元
管
理
の

も
と
に
発
送
電
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

が
、
不
足
分
に
つ
い
て
は
地
域
内
の
自

己
発
電
の
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
ま
た
、

サ
ウ
ジ
と
の
国
境
地
帯
に
あ
っ
て
は
サ

ウ
ジ
か
ら
の
買
電
も
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

　

生
活
用
水
は
、
地
域
政
府
ご
と
に
井

戸
掘
り
・
送
水
管
の
敷
設
を
住
民
負
担

を
得
な
が
ら
行
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

●
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
懸
念

　

一
九
八
〇
年
代
以
降
二
〇
一
一
年
ま

で
の
サ
ウ
ジ
・
イ
エ
メ
ン
関
係
は
、
サ

ウ
ジ
が
経
済
支
援
を
通
じ
て
中
央
政
府

（
サ
ー
レ
ハ
）
と
の
良
好
な
関
係
を
確

保
し
つ
つ
、同
時
に
北
部
部
族
勢
力（
と

り
わ
け
ハ
ー
シ
ド
部
族
連
合
の
ア
ハ
マ

2016/3/28 3
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YT2014/1/8 (Source: Al-Share’ newspaper) YSPとﾋﾗｰｸは２分割案

（出所）Yemen Times、2014 年 2 月 4 日。

（注）YPS とヒラークは 2 分割案。
（出所）Yemen Times、2014 年 1 月 18 日。
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ル
連
合
長
）
に
対
し
て
も
直
接
支
援
を

提
供
す
る
こ
と
で
中
央
政
府
に
対
す
る

圧
力
を
保
持
す
る
、
と
い
う
二
面
作
戦

で
推
移
し
て
き
た
。
こ
れ
が
可
能
で
あ

っ
た
の
は
、
ア
ブ
ダ
ッ
ラ
ー
国
王
と
そ

の
周
辺
の
人
々
が
個
人
的
に
培
っ
て
き

た
、
サ
ー
レ
ハ
大
統
領
、
並
び
に
北
部

部
族
勢
力
と
の
人
的
つ
な
が
り
が
強
か

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
二
〇
一
一
年
の
民
主
化
運

動
で
、
サ
ウ
ジ
は
サ
ー
レ
ハ
辞
任
要
求

の
長
期
化
に
よ
る
治
安
悪
化
を
恐
れ
て

サ
ー
レ
ハ
を
説
得
し
て
退
陣
さ
せ

（
二
〇
一
一
年
一
一
月
の
湾
岸
合
意
）、

移
行
政
権
を
全
面
的
に
支
援
し
て
国
民

対
話
の
合
意
に
ま
で
こ
ぎ
つ
け
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
こ
れ
に
よ
っ
て
サ
ウ
ジ

は
サ
ー
レ
ハ
と
い
う
カ
ー
ド
を
失
い
、

後
任
の
ハ
ー
デ
ィ
ー
は
ほ
と
ん
ど
力
を

持
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
サ
ウ
ジ
と
国

境
を
隣
接
す
る
北
部
部
族
領
域
で
は

二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
ホ
ー
シ
ー
派

勢
力
が
伸
長
し
、
北
部
部
族
民
が
部
族

長
た
ち
の
い
う
こ
と
を
聞
か
な
く
な
っ

て
い
た
（
本
誌
松
本
論
文
参
照
）
う
え

に
、
ア
ハ
マ
ル
部
族
連
合
長
死
亡
後
、

部
族
勢
力
を
と
り
ま
と
め
る
有
力
政
治

家
が
い
な
く
な
っ
た
。
と
ど
め
を
刺
す

よ
う
に
ア
ブ
ダ
ッ
ラ
ー
国
王
が
な
く
な

る
と
サ
ウ
ジ
王
家
に
イ
エ
メ
ン
と
直
接

つ
な
が
る
パ
イ
プ
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
サ
ル
マ
ン

国
王
は
、
就
任
直
後
に
第
一
皇
太
子
で

あ
っ
た
ム
ク
リ
ン
王
子
を
解
任
し
た
が
、

ム
ク
リ
ン
の
母
は
イ
エ
メ
ン
系
で
あ
り
、

さ
ら
に
サ
ウ
ジ
王
家
と
イ
エ
メ
ン
の
政

治
勢
力
と
の
つ
な
が
り
は
細
っ
て
し
ま

っ
た
（
本
誌
辻
上
論
文
参
照
）。

　

こ
う
し
て
イ
エ
メ
ン
に
つ
い
て
の
知

識
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
全
く
な
い
「
新

顔
」
で
あ
る
三
〇
歳
の
ム
ハ
マ
ド
・
サ

ル
マ
ン
国
防
相
は
、
極
め
て
ク
ー
ル
に

空
爆
を
決
断
し
た
の
で
あ
る
。
空
爆
の

背
景
に
は
、
イ
ラ
ン
の
影
響
力
が
シ
ー

ア
派
で
あ
る
ホ
ー
シ
ー
派
を
通
じ
て
イ

エ
メ
ン
国
内
に
浸
透
す
る
こ
と
を
恐
れ

る
サ
ウ
ド
王
家
の
事
情
が
あ
る
。
し
か

し
多
く
の
人
が
指
摘
す
る
よ
う
に
空
爆

は
山
岳
地
で
あ
る
イ
エ
メ
ン
に
お
い
て
、

軍
事
的
な
制
圧
の
た
め
に
は
不
十
分
な

戦
略
で
あ
り
、
空
爆
後
一
年
を
経
て
も

状
況
は
大
き
く
改
善
し
て
い
な
い
ば
か

り
か
、
国
際
世
論
か
ら
の
空
爆
非
難
が

高
ま
っ
て
い
る
。

　

今
後
の
両
国
関
係
を
考
え
る
と
、
両

国
指
導
者
間
の
人
的
つ
な
が
り
が
細
っ

て
い
る
こ
と
の
長
期
的
影
響
が
懸
念
さ

れ
る
。
二
〇
一
六
年
三
月
に
サ
ウ
ジ
と

ホ
ー
シ
ー
派
が
直
接
対
話
を
開
始
し
た

と
伝
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
懸
念
に

対
す
る
対
応
策
を
見
出
す
契
機
と
し
て

期
待
さ
れ
よ
う
。

●
求
め
ら
れ
る
新
た
な
イ
エ
メ
ン

像
　

南
部
諸
州
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
南

北
イ
エ
メ
ン
統
一
前
に
夢
想
さ
れ
た
、

「
イ
エ
メ
ン
」
像
は
地
に
墜
ち
て
し
ま

っ
た
。
し
か
し
イ
エ
メ
ン
人
と
し
て
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
失
わ
れ
た
わ
け

で
は
な
い
。
こ
の
点
が
、
連
邦
制
で
あ

れ
「
イ
エ
メ
ン
」
と
い
う
国
家
を
残
そ

う
と
す
る
根
拠
に
な
っ
て
い
る
。

　

一
九
六
〇
年
代
に
は
、
エ
ジ
プ
ト
の

ナ
セ
ル
が
主
導
す
る
「
ア
ラ
ブ
民
族
主

義
」
が
そ
れ
ま
で
の
狭
い
部
族
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
に
と
っ
て
代
わ
る
も
の
と

し
て
注
目
さ
れ
、
当
時
の
若
者
た
ち
を

熱
狂
さ
せ
、
南
北
イ
エ
メ
ン
を
含
む
多

く
の
ア
ラ
ブ
諸
国
を
「
共
和
国
革
命
」

に
駆
り
立
て
た
。

　

二
〇
一
〇
年
の
「
ア
ラ
ブ
の
春
」
に

お
い
て
は
、「
民
主
化
」
と
い
う
抽
象

的
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
強
調
さ
れ
た
も
の

の
、「
独
裁
者
」
を
倒
し
た
後
に
人
々

を
結
び
付
け
る
具
体
的
な
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
像
が
欠
如
し
て
い
た
。
こ
の
こ

と
が
、の
ち
に「
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
」「
ア

ル
カ
ー
イ
ダ
」
さ
ら
に
は
「
イ
ス
ラ
ー

ム
国
」
な
ど
の
宗
教
に
依
拠
し
た
「
世

直
し
運
動
」
に
人
々
を
引
き
つ
け
る
素

地
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
イ

エ
メ
ン
に
お
い
て
は
ホ
ー
シ
ー
派
が
そ

れ
に
当
た
る
。
で
あ
れ
ば
、
今
後
の
イ

特集：連邦制という実験の意味

エ
メ
ン
の
再
生
に
と
っ
て
必
要
な
の
は

宗
派
に
分
裂
す
る
宗
教
的
な
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
で
は
な
く
、
新
た
な
「
イ
エ

メ
ン
」
像
の
共
有
で
あ
ろ
う
。

　

そ
れ
は
、
ま
ず
第
一
に
歴
史
的
、
地

理
的
概
念
と
し
て
の
イ
エ
メ
ン
を
共
有

す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
う
え
で
各
地

域
の
自
立
・
自
治
の
精
神
（
こ
れ
は
ア

ラ
ブ
部
族
民
の
伝
統
で
あ
る
）
を
尊
重

し
、
他
の
地
域
と
の
緩
や
か
な
文
化
的

共
通
性
（
ジ
ャ
ン
ビ
ー
ア
や
伝
統
的
衣

装
）
を
共
有
し
、
宗
派
的
な
違
い
に
は

寛
容
（
こ
れ
ま
で
イ
エ
メ
ン
で
は
ザ
イ

ド
派
と
シ
ャ
ー
フ
ィ
ー
派
は
同
じ
モ
ス

ク
で
礼
拝
し
て
い
た
）
で
、
グ
ロ
ー
バ

ル
時
代
の
世
界
に
目
を
開
く
（
ハ
ド
ラ

マ
ウ
ト
人
商
人
は
中
世
以
来
イ
ン
ド
洋

を
渡
っ
て
東
南
ア
ジ
ア
に
イ
ス
ラ
ー
ム

を
広
め
た
）、
勤
勉
で
敬
虔
（
山
岳
地

の
段
々
畑
を
耕
す
農
夫
の
勤
勉
さ
）
な

人
々
、
と
い
う
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
自
己
イ

メ
ー
ジ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
う
し
た
作
業
は
イ
エ
メ
ン
人
自
身

に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
べ
き
も
の
だ
が
、

肯
定
的
な
イ
エ
メ
ン
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
確
立
の
た
め
に
、
我
々
外
国
人
が
支

援
で
き
る
こ
と
も
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

（
さ
と
う　

か
ん
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所　

新
領
域
研
究
セ
ン
タ
ー　

上
席
主

任
調
査
研
究
員
）
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